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・開発プロセスにおいて、データ変換は
必須且つ各社共通の課題

・データ交換の効率化のためには、
変換後のデータ保証（同一性検証）
が必要

１．タスクの概要

・JAMA/JAPIA同一性検証ガイドライン
は策定済み

・ツールの機能実装、実務適用は
各利用者に委ねている

・同一性検証に関する国際規格発行
（ ISO 10303-62 ）

http://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181217003/20181217003.html
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各社で実務適用できるようにするための
地盤(方針、モノ)を提供する

本タスクの狙い

目指す姿

 変換後のデータの再現性、再利用性の保証ができる

 企業間／社内業務工程（部門）間のデータ変換トラブルにより
発生するロスを解消する

１．タスクの概要
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≪タスクの課題≫
同一性検証の実務展開を推進する。そのために、
ユースケースと利用目的に応じたクライテリアを具体的に示す。

対策手段

 効果の大きい（各社共通課題）ユースケースを選定し、検証基準
（項目・しきい値）を決める。

 ツールの機能検証を行い、必要な機能を実装するよう、ベンダーへ要求する。

実施計画
2017 2018 2019

状況調査と
効果の具体化

検証ツール
の対応

ガイドライン/
資料作成

・ユースケースの洗い出し
・効果の明確化
・検証ツール機能まとめ

・ユースケース選定
・検証クライテリア検討

・対応ツール一覧
・利用/活用ガイドライン※
・適用/定着ガイドブック
・標準規格開発

※同一性検証ガイドラインの改訂
※PDQチェックとの関連性の定義

・ツールの機能要件定義
・ツールベンダーへの訴求

１．タスクの概要
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タスクの位置づけ（関連する取組み）

JAMA委員 JAPIA委員

事務局

リーダ ヤマハ 武田
サブ いすゞ 宮田

ITベンダー

スズキ 坪井
ホンダ 細川
日野 小島

羽貝

スタンレー
小糸

ELYSIUM
DIPRO
CoreTechnologie
DigitalTheater

リーダー

同一性検証ツールの
実用性確認タスク

規格検討・申請

同一性検証の
規格開発チーム

ISO

海外の取組み

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
開発会社

ﾃﾞｰﾀ変換ﾂｰﾙ
開発会社

他業界
航空宇宙 etc

タスク参画
情報交換
ﾂｰﾙ機能要求

データ検証
ツール機能要求

動向確認
・情報交換

情報交換

参考
動向調査

規格化、活用と言った国内外の関連活動や企業とも連携し、業務への利活用推進を目指す

自工会・部工会だけでなく
多くの方の協力の上取り組んでいる

ツールの実用性確認という枠にとらわれず、より広い範囲で活動する。

活動指針

EQV規格発行

GALIAと連携

ツール検証への協力

・ELYSIUM
・Coretechnologie
・Capvidia

１．タスクの概要
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方策 アウトプット 実績

2017年度 状況調査と嬉しさ（効果）の具体化
・ユースケースの洗い出し
・海外調査結果の反映
・検証ツールの洗い出し、機能一覧まとめ
・標準規格開発へのインプット

・検証ツール、機能リスト ○ ・検証ツールの洗い出しはエリジオン様
にご協力頂き完了。

・海外、他業界との情報交換、実状整理
は予定通り実施。

・ユースケース検討を実施。

・海外調査結果報告資料 ○

・ユースケース調査、検討結果報告資料 ○

2018年度 検証ツールの対応
・検証ツール機能の洗い出し
・検証項目、クライテリアの要件定義
・対応ツールのレポート/一覧
・標準規格開発へのインプット

・ツールの検証結果報告資料 △ ユースケースの選定およびクライテリア
の検討を実施。

ツールの検証を行うためのテスト仕様書、
テストデータ、結果レポートのテンプレー
トを作成。

・検証項目、クライテリアの検討結果報告資料 ○

・ツールに求める機能要件定義書 ○

2019年度 ガイドライン/資料作成
・利用/活用に資するガイドライン 作成
・データ変換前後の作業ガイド作成
・標準規格開発へのインプット

・ガイドライン
同一性検証ガイドラインの改訂
PDQチェックとの関連性の定義

－

・データ変換前後の作業ガイド
実務に定着させるための手順、推奨方法 －

２．活動実績

2018 2019

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

★ 1stターゲット（軽量データ、形状・構成差分比較）の検証結果確認までを優先的に実施する

ユースケース・クライテリア検討

★ 2ndターゲット（システム変更、長期保管）への横展と検証ツールの横展

ユースケース・クライテリア検討

検証要件定義・データ準備

検証要件定義
・データ準儀

▼ツールベンダーへ
検証依頼

検証実施

結果確認・検証方法の見直し
検証実施
(エリジオン殿)

2018年度：ユースケース・クライテリアを決定し、ツールの検証を行う！
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ユースケース選定

自動車業界におけるユースケースの作成
JAPIAと協力の下、3次元データの同一性を確認したいユースケースを収集し分析

データ変換を伴う業務

207 scenarios

Use Case
現場における同一性確認のユースケースを抽出。
多くは人手による確認というのが現状

Pattern
Use Caseは業務シーンの
観点で分類しツールの適用
方法を検討していく

◎システム変更

◎長期保管

◎軽量データ

◎形状差分比較

◎企業間のデータ交換

◎ CAEモデリング

◎アセンブリー設計

◎製造業務

A B

Ver1.0 Ver2.0

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（1/10）
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ユースケース選定

自動車業界におけるユースケースの作成
JAPIAと協力の下、3次元データの同一性を確認したいユースケースを収集し分析

データ変換を伴う業務

207 scenarios

Use Case
現場における同一性確認のユースケースを抽出。
多くは人手による確認というのが現状

Pattern
Use Caseは業務シーンの
観点で分類しツールの適用
方法を検討していく

◎システム変更

◎長期保管

◎軽量データ

◎形状差分比較

◎企業間のデータ交換

◎ CAEモデリング

◎アセンブリー設計

◎製造業務

A B

Ver1.0 Ver2.0

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（2/10）

 “直す（改訂する）”
・・・ 3D(BREP) , 2D , PMI , Parameter , History …

 “使う（流用する）”
・・・ 3D(BREP) , Material , Color , Weld …

 “見る（確認する）”
・・・ 3D , 2D, PMI , Color …

利用目的を３つに分類し、ユースケースを詳細化
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２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（3/10）

 “直す（改訂する）”
・・・ 3D(BREP) , 2D , PMI , Parameter , History …

 “使う（流用する）”
・・・ 3D(BREP) , Material , Color , Weld …

 “見る（確認する）”
・・・ 3D , 2D, PMI , Color …

直す

使う

見る

“Validation Class”（既存ガイドライン）との照合

11
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“見る” “使う” “直す”

企業間データ交換
(90件) ○ ○ ○

アセンブリー
設計(2件) － ○ －

CAEモデリング
(9件) － ○ －

形状・構成差分比較
(13件) ○ － －

軽量データ
(35件) ○ － －

システム変更
(12件) － － ○

ものづくり(9件) ○ ○ －
長期保管
(37件) ○ ○ －

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（4/10）

“Validation Class”(既存ガイドライン) の内容も加味して
各ユースケースを仕分け
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HINO HONDA ISUZU SUZUKI YAMAHA JAPIA

企業間データ交換
(90件)

○ ○ ○ ○ ○ ○

アセンブリー
設計(2件)

○ ○

CAEモデリング
(9件)

○ ○ ○ ○ ○

形状・構成差分比較
(13件)

○ ○ ○ ○ ○ ○

軽量データ
(35件)

○ ○ ○ ○ ○ ○

システム変更
(12件)

○ ○ ○ ○ ○ ○

ものづくり(9件) ○ ○ ○ ○

長期保管
(37件)

○ ○ ○ ○ ○ ○

共通課題＝効果が大きい

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（5/10）
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“見る” “使う” “直す”

企業間データ交換
(90件) ○ ○ ○

アセンブリー
設計(2件) － ○ －

CAEモデリング
(9件) － ○ －

形状・構成差分比較
(13件) ○ － －

軽量データ
(35件) ○ － －

システム変更
(12件) － － ○

ものづくり(9件) ○ ○ －
長期保管
(37件) ○ ○ －

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（6/10）

選定理由：
・業務上の頻度が高い
・全社共通
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 JAMAガイドラインとISOの項目を比較、マージ
 曖昧な項目の細分化
 3Dと2Dの検証項目を区別

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（7/10）

カテゴリ 検証項目

形状 32項目

アセンブリ構造 7項目

表示属性 27項目

製品特徴 59項目（3Dと2Dを区別）

管理情報 16項目（3Dと2Dを区別）

製造情報 6項目

解析 1項目

クライテリアの検討
検証項目を“漏れなく”、“的確に”伝えるための準備

検証結果の入力や集計/分析のし易さを考慮したテンプレートを作成
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ユースケース 【見る】 軽量データ 【使う】 長期保管

業務シナリオ 部品の構成や形状をWebブラウザなどを用いてノート
PCやタブレットで確認する。

メインストリームのCADが利用できなくなった場合でも

他のアプリを利用し継続的に参照・利用できることを
担保できる形式で保管する。

検証データ 3Dアセンブリデータ（NX⇒JT） 3Dアセンブリデータ（NX⇔JT・STEP , CATIA V5⇔STEP）
（PMI,管理情報含む）

クライテリア

変換後のデータを“見る”と“使う”の比較

２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（8/10）

※3DA検証モデル流用 ※3DA検証モデル流用

カテゴリ 検証項目

形状 4項目：曲線長、点間最大距離、エッジ間
最大距離、フェース間最大距離（B-rep vs
Facet）

アセンブリ構造 3項目：アセンブリ構成数、アセンブリ定義、
パートインスタンス

表示属性 2項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 －

管理情報 1項目：部品番号名称派生定義

製造情報 －

解析 －

カテゴリ 検証項目

形状 13項目：曲線長、要素間距離など

アセンブリ構造 3項目：アセンブリ数、構造など

表示属性 12項目：表示定義、色・透明度など

製品特徴 14項目：View定義、寸法公差、Noteなど

管理情報 4項目：部品番号名称、設計変更バージョ
ンなど

製造情報 －
※図面の種類により必要になる

解析 －

クライテリア検討
のポイント
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２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（9/10）

2つのデータの“差分検出”

ユースケース 形状・構成差分比較

業務シナリオ 設変によって変更された箇所を効率的に検出する。
データが設変されたが、どこが変更されたか確認したい。

検証データ 3Dアセンブリデータ（NX⇔NX , STEP⇔STEP）

クライテリア

同一であることを確認する・・・

発想を逆転すると…

差分検出に利用できる！
設変前 設変後

変更箇所：形状（曲線長/穴追加）、アセンブリ構成（ファイル名/階層構造）
色（要素色/透明度）

カテゴリ 検証項目

形状 4項目：曲線長、点間最大距離、エッジ間
最大距離、フェース間最大距離

アセンブリ構造 3項目：アセンブリ構成数、アセンブリ定
義、パートインスタンス

表示属性 2項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 －

管理情報 1項目：部品番号名称派生定義

製造情報 －

解析 －

クライテリア検討
のポイント
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２．活動実績 ユースケース選定、クライテリア検討（10/10）

“２Ｄデータ”の同一性検証

ユースケース システム変更

業務シナリオ ネイティブデータの長期保管やCADシステムのバージョンアップ

をするために“直す”ことを目的とした同一性の担保が必要とな
る。

検証データ 2Dデータ（3Dとの連携なし）

クライテリア

※3DA検証モデル流用

カテゴリ 検証項目

形状 7項目：曲線長、要素間距離、解析線など

アセンブリ構造 －

表示属性 9項目：表示定義、色・透明度の

製品特徴 21項目：View定義、寸法公差、Noteなど

管理情報 4項目：部品番号名称、設計変更バージョン
など

製造情報 －
※図面の種類により必要になる

解析 －

3D図面の推進をしてはいるが・・・

 2D図面を作成している
会社がほとんど

 2Dデータの長期保管も
考えなければいけない

 CADシステムのバージョン
アップも全社共通の課題

クライテリア検討
のポイント
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２．活動実績 ツール検証 （1/4）

検証ツール

検証方法

テスト仕様書 チェックシート CADデータ

資料とデータをツールベンダーに提示し、結果をフィードバックして頂く。

チェックシート
（結果入力）

ｴﾘｼﾞｵﾝ社 ｺｱ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社CAPVIDIA社

19
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２．活動実績 ツール検証 （2/4）

検証内容

事前検証を行うことで、結果確認のポイントを抽出

基本機能ではサポートしてない、

代替手段で検査可能

基本機能ではサポートしてない、

カスタマイズで検査可能

【共通】
選択した項目のみを比較（過検出を防止）したい

→ オプション設定が必要

変更点 ：単独曲線の長さ、曲率 変更点 ：インスタンスの透明度

更に、実務での利用を想定すると

『誰でも』、『お手軽に』利用できることも重要なポイント

20
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２．活動実績 ツール検証 （3/4）

検証内容

事前検証の結果を踏まえてチェックシートを作成

Supported : 対応済み
Option : 対応済み：オプション変更する必要あり
Partial : 部分的に対応済み
Alternate : 別の方法で対応可能
Customize : カスタマイズにより対応可能
Planned : 未対応：開発計画あり
N/A : 未対応：開発計画なし

Default : 対応済み
Option : 対応済み：オプション変更する必要あり
Customize : カスタマイズにより対応可能

機能実装状況

推奨設定

結果レビュー

 操作性の確認
 結果表示の見易さ
 利用（契約）形態

機能・性能の検証結果だけでなく、
実務で活用するために必要な要件を確認
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２．活動実績 ツール検証 （4/4）

ツールによる検証結果

Sample movie of
ELYSIUM tool

Sample movie of
Coretechnologie tool

22
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2019 2020

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

同一性検証ツー
ルの実用性確認

方策 アウトプット 実績

2017年度 状況調査と嬉しさ（効果）の具体化
・ユースケースの洗い出し
・海外調査結果の反映
・検証ツールの洗い出し、機能一覧まとめ
・標準規格開発へのインプット

・検証ツール、機能リスト ○ ・検証ツールの洗い出しはエリジオン様
にご協力頂き完了。

・海外、他業界との情報交換、実状整理
は予定通り実施。

・ユースケース検討を現在実施中。

・海外調査結果報告資料 ○

・ユースケース調査、検討結果報告資料 ○

2018年度 検証ツールの対応
・検証ツール機能の洗い出し
・検証項目、クライテリアの要件定義
・対応ツールのレポート/一覧
・標準規格開発へのインプット

・ツールの検証結果報告資料 △ ユースケースの選定およびクライテリア
の検討を実施。

ツールの検証を行うためのテスト仕様書、
テストデータ、結果レポートのテンプレー
トを作成。

・検証項目、クライテリアの検討結果報告資料 ○

・ツールに求める機能要件定義書 ○

2019年度 ガイドライン/資料作成
・利用/活用に資するガイドライン 作成
・データ変換前後の作業ガイド作成
・標準規格開発へのインプット

・ガイドライン
同一性検証ガイドラインの改訂
PDQチェックとの関連性の定義

－

・データ変換前後の作業ガイド
実務に定着させるための手順、推奨方法 －

３．今後の計画

業務要件をインプット
規格開発、ツールベンダー

▼

ガイドライン作成

検証結果のまとめ

確認・修正・提出

普及展開方法の検討

海外との情報共有▼

広報宣伝活動

ガイドラインの内容検討

2019年度：ガイドラインを作成し、実務適用を促進する！！
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３．今後の計画

JAMA/JAPIA
同一性検証ツール活用

ガイドライン作成

ツールベンダーへの
機能実装要求

同一性検証規格へ
ユーザー要件打ち上げ

国際規格が発行されたことにより、ツールの機能実装の
充実が期待できる

タスクのミッションとしては、

各ツールの検証結果を元に
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４．最後に

ガイドラインを発行して終わり・・・ ではなく
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ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協⼒を

宜しくお願い致します。


